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業績予想並びに平成 17年３月期（第 83 期）配当予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の推移等を踏まえ、平成 16 年５月 13日に公表した業績予想を下記のとおり修正するとと

もに、平成 16年 11 月 11 日開催の取締役会において、当期末の１株当たり配当予想について、下記の

とおり修正することを決議いたしましたのでお知らせいたします。なお、平成 17 年３月期の中間期末

の業績（連結・単独）は、本日、別途公表しております。 

 

記 
 
【１. 連結業績】 

1.1 17 年３月期連結中間業績予想（平成 16 年４月１日 ～ 平成 16年９月 30日） 

 

1.2 17 年３月期連結通期業績予想（平成 16 年４月 1日 ～ 平成 17年３月 31日） 

 

   
【２. 単独業績】 

2.1 17 年３月期中間業績予想（平成 16 年４月１日 ～ 平成 16年９月 30日） 

 

(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成16年５月13日 公表） 80,000 1,000 △ 1,700

今回修正予想(Ｂ) 80,788 1,831 △ 1,260
増減額(Ｂ－Ａ) 788 831 440

増減率 1.0 83.1 ―　
前期（平成15年９月中間期）実績 77,666 659 351

(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成16年５月13日 公表） 70,000 900 △ 1,800

今回修正予想(Ｂ) 70,495 1,375 △ 1,602
増減額(Ｂ－Ａ) 495 475 198

増減率 0.7 52.8 ―  
前期（平成15年９月中間期）実績 68,107 △ 292 △ 699

(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成16年５月13日 公表） 179,000 8,300 2,000

今回修正予想(Ｂ) 180,000 9,200 2,900
増減額(Ｂ－Ａ) 1,000 900 900

増減率 0.6 10.8 45.0
前期（平成16年３月期）実績 169,950 6,838 3,240



 

2.2 17 年３月期通期業績予想（平成 16 年４月１日 ～ 平成 17年３月 31日） 

 

 

【３．平成 17年３月期（第 83期）配当予想の修正】 

 １株当たり年間配当金 

 中  間 期  末  

前回発表予想(平成 16年５月 13日 公表) 
   円 銭 

 10.00 
   円 銭 

 10.00 
   円 銭 

 20.00 

今回修正予想  10.00  13.00  23.00 

(ご参考) 平成 16年３月期 実績  6.00  8.00  14.00 

 

【４.修正の理由】 

4.1 業績予想修正の理由  

当中間期におきましては、制御機器市場など一部市場状況の好調さに加え、積極的な営業活動に

より、売上高は連結、単独ともに前回予想を幾分上回る結果となりました。また、経常利益、当期

利益に関しましては、増収に加え、経費削減やコストダウン等に積極的に取り組み、前回予想値を

大幅に上回る結果となりました。 

下期につきましては、半導体市場の先行きに不透明感が出るなど懸念材料はありますが、ビルシ

ステム事業並びにアドバンスオートメーション事業ともに基本的に堅調に推移する見込みであり、

通期予想におきましても、上期の業績も反映し、売上、利益ともに前回予想値を上回る見込みであ

ります。 

 

4.2 配当予想の修正の理由 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと位置付けており、連結業績、株主資

本利益率・株主資本配当率の水準及び将来の事業展開と企業体質強化のための内部留保等を総合的

に勘案して、配当水準の向上に努めつつ、長期的に安定した配当を維持していきたいと考えており

ます。 

以上の方針に基づき、中間配当は公表どおり 10円とさせていただきますが、通期の業績予想と財

政状況を勘案し、配当水準の一段の向上を図り、期末配当は 13円とし、昨年度に比べ年間では９円

増配の１株当たり 23 円の配当とさせていただく予定であります。 

 

（注）当業績予想につきましては現在入手可能な情報を基とする合理的な判断に基づくもので、将来の

業績を保証するものではありません。実際の業績は、さまざまな要因により、これら見通しとは

大きく異なる結果になることがありえますので、ご承知おきください。 

 

以 上 

(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成16年５月13日 公表） 158,000 7,600 1,700

今回修正予想(Ｂ) 159,000 8,200 2,000
増減額(Ｂ－Ａ) 1,000 600 300

増減率 0.6 7.9 17.6
前期（平成16年３月期）実績 151,060 5,622 2,011


